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「天 津 ( 1 ) 」と略記する)に引き続き、天津の文化、及びその背景となる



















天津の文化、 及びその背景を知るための基礎的研究 ( 2)
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および全章の文中の注は、 いずれも筆者 (後藤) が付したものである。
2翻訳: 「8、天津歴史簡述」より
『全書』 「8、 天津歴史簡述」 ょり、 北洋軍閥の起源とその形成過程、 袁





























栄禄が指揮することとなった。 袁世凱の新建陸軍は “武衛右軍” に編成され
た。光緒二十五年(1899年)、袁世凱は山東巡撫7となり、武衛右軍を率いて
山束へゆき、義和団運動を鎮圧した。もともと山東に駐屯していた旧軍


























時、 袁世凱は天津に自治局と自治研究所を設置した。 光緒三十三年 (1907
年) 天津市で初めて投票選挙が行なわれ、 議員30人が選出され、 天津県議事
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革命に反対しただけでなく、 同時に清帝に退位を追つた。 その後、 清朝が崩
壊すると、袁世凱は中華民国の中央政権を盗み取り、北京に都を定めた。彼
はただちに腹心の馮国璋を直隷都督と省長に任命し、 北洋直系の軍隊を率い

























3 翻訳: 「9、 天津人民の革命闘争」 ょり
「9、 天津人民の革命闘争」 ょ り、 北洋軍閥袁世凱らの政策が実施されて
いた頃と時期的に重なる義和団運動、 愛国反米運動、 辛亥革命、 フランスの
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の聶士成、 馬玉昆らは租界攻撃を画策し、 曹福田、 馬玉昆が老龍頭駅方向か
ら租界に進攻することを決定した。 張徳成と聶士成はそれぞれ租界の西南と
南方から攻撃し、 “以て三面環攻の計とした” 。当時、連合軍は租界内にバ
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商会が約束を破棄し、 五月十九日 (6月21日) 袁世凱が禁令を発布した当日、












































































遭い、 最後に援軍に来た清軍に包囲され、 多勢に対抗できず、 失敗した。
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紹儀に対し、 老西開を強制占領するという不当な要求を提出した。 老西開は
海光寺窪地とも称し、 北は墻子河から、 南は八里台から1冬楼までの4000畝余

















































































4 ま と め
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され、 直隷工芸局で勉学にはげんだ。 この工芸局は、 日本から輸入した、
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1905年の愛国反米運動にっいて、 『天津の近代』 は次のように述べている。
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2 「8、天津歴史簡述」 『全書』15̃25頁。 「9、天津人民的革命闘争」 『全書』
25̃34頁。 「10、天津的解放」 『全書』34̃35頁。 「11、天津解放後的重大
事件」 『全書』35̃42頁。
3 巻末の「主要参考書刊」にも挙げられている。 『全書』808頁。 「主要参考書
刊」に挙げられているものは、ほかに「明史」 「清史稿」 「天津県志」 「天津近








9 原文「建立巡警」 。  『全書』22頁。
10 原文「試辧地方自治」 。  『全書』22頁。
11 原文「控制金融財政」 。  『全書』22頁。
12 原文「挙辧実業」。 『全書』22頁。
13 原文「進行市政建設」 。  『全書』23頁。
14 原文「興1線教育」 。  『全書』23頁。
15 原文「租界的庇護」 。  『全書』23頁。
16 原文「義和団運動」 。  『全書』 「9、天津人民的革命聞争」26-28頁。
17 原文「西摩爾」 。  『全書』27頁。
18 原文「阿力克賽耶夫」 。  『全書』27頁。
19 原文「1905年天津的愛国反美運動」 。  『全書』 「9、天津人民的革命闘争」28頁。
20 原文「柔克義」 。  『全書』28頁。
21 原文「辛亥革命在天津」 。  『全書』 「9、天津人民的革命闘争」28̃29頁。
22 原文「反対法帝国主義強占老西開的闘争」 。  『全書』 「9、天津人民的革命闘
争」29̃ 30頁。
23 「“死城”」 。  「都市としての機能が停止した街」の意。 『全書』30頁。
24 原文「朱爾典」 。  『全書』30頁。
25 『天津の近代』l33頁。
26 同上、136頁。
27 同上、143頁。
28 同上、150̃151頁。
29 同上、158頁。
30 『天津史』35̃36頁。
3l 『天津の近代』270頁。
32 同上、272̃273頁。
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